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の解釈能力を活性化するものとして一般的に認められた機会なのである (Holstein and 

















能性について問いかけ，それを拡張・活用しようとするアプローチである(de Shazer 1994; De 
























































って，４D サイクルと呼ばれている（図 1）。 
 
 
図 1  アプレシエイティブ・インクイリーの 4D サイクル 




















































 インタビュー調査は 8 月 7 日と 8 日に，調査対象企業の会議室で行われた。学生は二人一組
になり，一方がインタビューを行い，もう一人が記録を取る係となった。教員は，すべてのイン
タビューに立ち会った。インタビューは，各人約 1 時間の時間を取って行われた。 
 


























                                                   




















表 2 ドリームの分析結果 
カテゴリー 内容 
職場の雰囲気 ・心理的安全性のある会社  
・追い込まれない 
・気持ちに余裕がある     
・コミュニケーションが活発な職場 
・情報の共有     






仕事の改善 ・社員それぞれがやりたい仕事に就くこと   




























































最後の問 8 のデスティニーの分析結果を表 4 に示す。ここでは，「個人で取り組む活動」，「職
















































図 3 提案➡デザイン➡ドリームのマッピング 
 
 学生が考えた具体的提案は，次の 4 つである。一つ目は，「タスクボードの設置」である。タ
スクボードとは，各々の仕事の内容や進捗具合を可視化・共有するためのツールである。メンバ































Todo Doing Done 
   
Help！ 
 


























 ・理想を 10 点，提案を実行する前を 0 点とすると，現在は何点ですか？ 
 ・その点数なのは，なぜですか？ 
 ・活動を始めてから，職場ではどのような変化がありましたか？ 





















Todo Help!! Doing Done 
    
 
図 5 実際に使用されたタスクボード（イメージ） 
 
課題ミーティングは，タスクボードの Help 欄を議題にこれまで 2 回実施されたとのことであ
った。そのミーティングでは，Help 欄に載せられた質問について話し合いが行われた。 
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